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1. 洗剤の性能を評価する上で，すすぎ性は最も重要

な因子の一つである。 従来，衣類用洗剤の すすぎ性は実

際洗た くによるすすぎ液上の泡の残 り具合により，一般

には間接的に評価がなされて きた。

本報告は洗た く後の繊維に残存するアニ オン活性剤を

定量することに より，洗剤の すすぎ性能を直接的に評価

し，従来の視覚に よる すすぎ液上の泡残 りに よる評価法

との関係を明らかにし，且つ家庭洗たくにおける最適 す
すぎ条件を見出し た。

2. 繊維に吸着しているア ニオ ン活性剤の定量法 とし

ては放射性同位元素の利用が唯一 の方法 と さ れ てい る

が，我々はアニ オン活性剤のエタノ ール抽出,   Abbottに

よるメチ レン・ブ ルー比色法 が実 用上使用可能であるこ

とを見出し採用 した。

試布 としては，木綿のメ リヤス地及び平織を用い，洗
剤は ＬＡＳ-Ｎａ 及び ＡＯＳ-Ｎａ と各種ビ ルダー配合洗剤

を 用い た。

3. 視覚に よる間接評価法 と繊維に残存する活性剤の

定量に よる直接評価法 との間には良い相関が得られた。

家庭洗たくにおける最適す すぎ条件は， バッチ式の場

合 ３分 ２回が適当であ り， オーバーフロ ーの場合は更に

短時間で すむ事 が知ら れた。


